
東北海区沿岸水温予報（２０１２年） 

海域 経 過 

（4～6 月） 

現況（7 月上旬～ 

7 月下旬） 

見通し 

（8～9 月） 

見通しの背景 

 

特異現象 

(漁海況) 

三陸北部 

（青森県太 

平洋沿岸； 

青森水総研  ・水塊深度はかなり低め 

発表） 

 

●沿岸定地水温はやや低めに推移した。 

●６月の太平洋観測結果 

 ・0ｍ層～100ｍ層までの最高水温はやや低め 

 ・張り出し位置はかなり東偏 

●沿岸定地水温は平年並み 

●７月の日本海観測結果 

 ・0ｍ層最高水温はかなり高め 

 ・50ｍ、100ｍ最高水温は平年並

み 

 ・対馬暖流の勢力は平年並み 

●沿岸水温は平

年並みに推移す

るものと思われ

る。 

FRA-ROMS海況予測

モデル、９月中旬ま

での予測による。 

●５月に青森県太

平洋沿岸でキタミ

ズクラゲの大量発

生があった。 

三陸中部 

（岩手県沿 

岸； 

岩手水セ 

発表） 

 

 

4 月 

表面：距岸10海里内はトドヶ埼10海里付近で「高い」ほかは「平

年並み」から「やや低い」。距岸10海里以東は県北部40～50海

里から県南部 20～50 海里にかけて「やや高い」から「極めて高

い」。 

100m深：距岸10海里内は「平年並み」から「やや低い」。距岸10

海里以東は県北部40～50 海里から県南部30～50 海里にかけ

て「高い」のほかは「平年並み」。 

5 月 

表面：距岸10 海里内は黒埼10 海里からトドヶ埼0 海里が「平年

並み」のほかはほぼ全域「やや高い」。距岸 10 海里以東は「や

や高い」。 

100m 深：距岸 10 海里内は全域「平年並み」。距岸 10 海里以東

は県北部沖合30～50海里から県央部沖合20～30海里が「やや

高い」ほかは「平年並み」か「やや低い」。 

6 月 

表面水温：距岸 10 海里内は県南部が「高い」のほかは県北部、

県央部で「やや高い」。距岸10 海里以東は「やや高い」。 

100m 深：距岸10 海里内は「平年並み」。距岸10 海里以東 

は県北部沖合30～50 海里から県央部10～30 海里が「や 

や高い」ほかは「平年並み」か「やや低い」となっている。 

 

7 月 

表面：距岸10 海里内は 

県央部から県南部にかけて「高

い」ほかは「やや高い」。 

距岸 10 海里以東は県北部と県南

部が「やや高い」ほかは「平年並

み」。 

100m 深：距岸10 海里内はトドヶ埼

沖が「低い」のほかは「平年並

み」。距岸10海里以東は県北部が

「やや高い」、県央部 10～50 海里

が「やや低い」のほかは「平年並

み」。 

 

県北部東経143°
以東が「高い」の

ほかは全域「平年

並み」。 

統計的予測モデルに

よる。 

特になし。 

三陸南部 

（宮城県沿 

岸； 

宮城水セ 

発表） 

 

 

〈4 月上旬〉 
『仙台湾の表層は6～7℃台で平年より1～2℃低め、沖合から暖

水が波及し、雄勝沖ライン（38°30′Ｎ）では、142°E 付近、亘

理沖ライン（38°Ｎ）では141°40′E付近で顕著な潮境が形成

されていた。』 
【表面水温】 
表面水温は 5～13℃であった。仙台湾は 6～7℃台で、平年より

も 1～2℃低めであった。沖合からの暖水の波及は先月よりも強

くなり、雄勝沖ライン（38°30′Ｎ）では、142°E 付近、亘理沖ラ

イン（38°Ｎ）では 141°40′E付近で親潮系冷水と黒潮系暖水

の潮境が形成され、これより沿岸では平年よりも低く、沖合側で

は平年よりも高くなっていた。 

【100m 深水温】 
100m深水温については、6～9℃台であった。表面水温同様に

沖合からの暖水波及の影響がみられ、平年差は表面水温と同

様の傾向となっていた。 
〈5 月上旬〉 
『本県沿岸の表層水温は前月よりも顕著に昇温し、平年よりも 1
～4℃高めであった。100ｍ深水温は 141°50′E 以西で 0～
2℃低め、141°50′E以東の海域では0～2℃高めであった。』

【表面水温】 
表面水温は 12～14℃であった。特に 142°E以西の海域で顕

著に昇温し、仙台湾では先月と比較して 7℃程度高くなってい

た。平年と比較すると、142°E以西の海域では平年より1～2℃

高め、142°E以東の海域では 3～4℃高めであった。 
【100m 深水温】 
100m深水温については、5～9℃台であった。平年と比較すると

141°30′E～141°40′E付近の海域では0～2℃低め、141°

50′E以東の海域では 0～2℃高めであった。 
〈6 月上旬〉 
『仙台湾では表面水温が平年よりも高めであった。141°30′E
以東では南下した冷水の影響を受け、表面及び 100ｍ深とも

0℃から 2℃低めであった。』 
【表面水温】 

表面水温は 13～19℃であった。141°30′E 以西の浅海域

は、先月よりも 3～6℃昇温し、平年よりも 1～2℃高めであった。

一方、141°30′E以東の海域では冷水の南下により先月より降

温して、平年より 0～2℃低めであった。 

〈7 月上旬〉 
『表面水温、100ｍ深とも平年よりも

0～2℃高めとなっている。』 
【表面水温】 
宮城県沿岸の表面水温は 18～

21℃となっている。平年と比較す

ると仙台湾は概ね平年並み、

141°30′E 以東の海域では、先

月よりも 3～6℃昇温し、平年より 0
～2℃高めとなっている。 
100m 深水温については、調査点

全域で 8～9℃台となっている。平

年と比較すると、0～2℃高めとな

っている。 

8 月は 39°N ライ

ン（気仙沼沖）及

び38°30′Nライ

ン（雄勝沖）の

142°E 以西は平

年並みで推移す

る。142°E ～
143°10′E はや

や低めで推移す

る。 
38°N ライン（亘

理沖）の 142°

30′E以西は平年

並みで推移する。

142°30′E～

143°10′E は低

めで推移する。 
 
9月は、39°Nライ

ン、38°30′N ラ

イン、38°Nライン

のいずれも 142°

E以西は平年並み

で推移する。

142°E～143°
10′E はやや低

めで推移する。 
 

水温経験的予測シス

テムの主成分分析に

より予測した。 
 
 

特になし 



【100m 深水温】 
100ｍ深水温は4～8℃台であった。冷水の南下の影響が表面よ

りも強く現れており、38°30′Nラインの142°E～142°10′E

付近では平年並みであったが、142°E以西では平年より1℃低

め、142°10′E以東では平年より1～3℃低めであった。 

常磐北部 

（福島県沿 

岸； 

福島水試 

発表） 

 

 

定線全体でみると、 

4 月は表層、100m 深とも｢平年並み｣ 

5 月の表層は｢やや高め｣、100m 深は｢平年並み｣であった。

6 月の表層は｢やや高め｣、100m 深は｢平年並み｣であった。

 

定線ごとにみると、 

表層のうち、塩屋埼定線(県南海域)は｢やや低め｣～｢やや

高め｣、富岡(県中)は｢やや低め｣～｢高め｣、鵜ノ尾埼(県北)

は｢平年並み｣～｢やや高め｣で推移した。 

100m 深では、5 月の富岡が｢やや高め｣となった以外は｢平

年並み｣であった。 

定線全体でみると、表層は｢平

年並み｣、100m 深は｢やや低め｣

であった。 

 

鵜ノ尾埼定線(県北海域)のうち

一部の定点(141-24E)で、

50-100m 深に親潮系冷水の波

及(5℃台)がみられ、鵜ノ尾埼定

線の 100m 深は｢低め｣となった。

なお、鵜ノ尾埼の表層は｢やや

高め｣であった。 

塩屋埼、富岡定線(県南､県中海

域)とも表層は｢平年並み｣、100m

深では｢やや低め｣であった。 

｢平年並み～や

や高め｣で推移

する 

気象庁の 1 カ月予

報では、親潮の面

積は｢平年並か平年

より小さくなる見込

み｣であり、房総半

島における黒潮は

｢次第に接岸して流

れる見込み｣となっ

ている。 

また、7 月上旬に海

洋観測で得た水温

を用いて自己回帰

分析を実施した結

果、本県沖は 8～9

月とも｢平年並み｣と

なった。 

特になし 

常磐南部 

 ～鹿島灘 

（茨城県沿 

岸； 

茨城水試 

発表） 

 

4月：上旬は平年と比べると北部海域の沿岸域と沖合域下層で

｢やや低め｣、犬吠埼沿岸で｢平年並～やや低め｣、その他は概

ね｢平年並～高め｣であった。 

5月：上旬は平年と比べると県内全域で沿岸・沖合の表層およ

び極沿岸では｢高め｣、沿岸・沖合の下層では｢低め｣であった

。4月下旬～5月上旬に県内全域の表層で暖水波及があり、表

層では著しく昇温（1～5℃）した。 

6月：上旬は平年と比べると沿岸・沖合の表層および極沿岸で

は｢高め｣基調、大洗・鹿島沖合（東経141°30′以東）の下層

（100ｍ深）で「高め」、その他海域の下層では｢低め｣基調で

あった。5月下旬～6月上旬に鹿島・大洗沖合で暖水波及があ

り，下層では前月よりも大幅に昇温（3～4℃）した。 

7月：上旬は鹿島灘～常磐南部沖

合での黒潮流路が北偏傾向とな

った影響により、南部沖合域を中

心に｢高め～きわめて高め｣、南部

沿岸域で｢やや高め｣となったが、

北部沿岸域では｢やや低め～平年

並み｣であった。 

 

｢平年並み～高め

｣で推移する。 

①7月上旬に海洋観

測で取得した水温値

を用いて自己回帰分

析を実施した結果、

クラスター分けされ

た全ての海域区分で

8･9月とも平年と比

べ正偏差となった。

②7月上旬時点での

気象庁の予報によれ

ば、親潮の南限緯度

は後退するとともに

面積も平年並み～小

さめで推移するとみ

られ、本県沿岸まで

親潮が直接影響しな

いことが予測される

。 

③7月上旬時点での

気象庁の3ヶ月予報

によれば、本県の気

温は高い確率が40％

であり、夏季の気温

が高めで推移するこ

とが予測された。よ

って海面付近の水温

も｢高め｣で推移する

ことが予測される。

①4月海洋観測に

おけるノルパッ

ク鉛直曳きにお

いて、ほぼ全点で

ノロ状の珪藻類

が大量に採集さ

れた。 

②マイワシの卵

・仔魚の出現量が

多かった。卵は5

月が出現ピーク

となり1995年以

降で最多。仔魚は

4月が出現ピーク

となり1995年以

降で3番目に多か

った。 

③1～5月に鹿島

～銚子沖で北部

まき網がマイワ

シを約3万トン漁

獲した。同期のマ

イワシ漁獲量と

しては過去10カ

年で最も多かっ

た。 

④昨年11月以降、

ヤリイカの好漁

が続いた。1～5月

のヤリイカ漁獲

量は約  1,300ト

ンで、過去20カ年

で最も多かった。

漁期も例年と比

べ長く、底曳網漁

の禁漁直前（6月

末）まで水揚げが

続いた。 
 

 

 

 

 

 

 



各階級の水温平年偏差の範囲 

三陸中部 階級区分（出現率） 三陸北部 

距岸10 海里内 距岸10～70 海里

三陸南部 常磐北部 常磐南部～鹿島灘

 極めて高い（2.5%） 

 高い   （7.5%） 

 やや高い （20%） 

 平年並み （40%） 

 やや低い （20%） 

 低い   （7.5%） 

 極めて低い（2.5%） 

   +2.4℃～ 

 +1.6～+2.3℃ 

 +0.7～+1.5℃ 

 +0.6～-0.6℃ 

 -0.7～-1.5℃ 

 -1.6～-2.3℃ 

   -2.4℃～ 

   +4.0℃～ 

 +2.5～+3.9℃ 

 +1.0～+2.4℃ 

 +0.9～-0.9℃ 

 -1.0～-2.4℃ 

 -2.5～-3.9℃ 

   -4.0℃～ 

    +6.0℃～ 

  4.0～+5.9℃ 

  1.5～+3.9℃ 

  1.4～-1.4℃ 

  1.5～-3.9℃ 

  4.0～-5.9℃ 

    -6.0℃～ 

   +2.4℃～ 

 +1.6～+2.3℃ 

 +0.7～+1.5℃ 

 +0.6～-0.6℃ 

 -0.7～-1.5℃ 

 -1.6～-2.3℃ 

   -2.4℃～ 

   +4.0℃～ 

 +2.5～+3.9℃ 

 +1.0～+2.4℃ 

 +0.9～-0.9℃ 

 -1.0～-2.4℃ 

 -2.5～-3.9℃ 

   -4.0℃～ 

   +4.0℃～ 

 +2.5～+3.9℃ 

 +1.0～+2.4℃ 

 +0.9～-0.9℃ 

 -1.0～-2.4℃ 

 -2.5～-3.9℃ 

   -4.0℃～ 

 


